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　平成９年度から平成18年度までの10年間のごみ収集量を見て
みましょう。

　平成12年度からごみ量が減少し
ていますが、これはクリンクルセ
ンターの供用開始や町内会などが
行っている資源回収に伴うリサイ
クル率の上昇、スーパーなどが行
っているトレイの回収が進んだこ
となどにより、各家庭から出され
るごみの減量化が進み、ごみの総
収集量が抑制しました。
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登別市のごみの収集量
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家庭系 
燃やせるごみ 

紙類 
３０％ 

その他 
８％ 

その他 
１％ 

厨芥類（生ごみなど） 
５３％ プラスチック類 

９％％ 
プラスチック類 

９％ 

家庭系 
燃やせないごみ 

金属類 
４２％ 

ガラス・陶器類 
１８％ 

その他 
１％ 

その他 
１１％ 

プラスチック類 
９％ 

プラスチック類 
２９％ 

事業系 
燃やせるごみ 

紙類 
２９％ 

その他 
１％％ 
その他 
１％ 

厨芥類（生ごみなど） 
３６％ 

プラスチック類 
９％ 

プラスチック類 
３４％ 

事業系 
燃やせないごみ 

金属類 
２０％ 

ガラス・陶器類 
６０％ 

その他 
１％ 

その他 
７％ 

プラスチック類 
９％ 

プラスチック類 
１３％ 

金属類は、
やかんなど
がほとんど
です。

ガラス・陶
器類が半分
以上を占め
ています。

野菜くずや食べ
残しなどの 厨芥 

ちゅうかい

類が半分を占め
ています。

ビニールなどの
プラスチック類
が重量では約３
割を占め、体積
では約７割を占
めています。

　　事業系
　　家庭系

資源投入 

焼却・埋立 

再資源化・処理 

 

循環型社会のイメージ 

3番目：リサイクル 
再使用できない物でも、 
資源としてリサイクルを！ 
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（トン）

��　�����　�������	
��


